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　９月定例会では、令和５年度一般会計・特別会計の歳入歳出決算認定につ
いて、議長を除く議員９名で構成された決算特別委員会（中川大和委員長）
において９月９日・10日の２日間にわたり審査を行いました。
　審査の結果、いずれも認定すべきものとして、９月12日の定例会本会議で
報告しました。

令
和
５
年
度
の
決
算
状
況

各 会 計
決　算　額 収入未済額

（税金の滞納など）歳入（収入） 歳出（支出）
一 般 会 計 44億 3,941万円 42億 1,306万円 1,165万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 ４億 9,648万円 ４億 8,980万円 593万円
後 期 高 齢 者 医 療 4,667万円 4,636万円 44,300円
農業集落排水事業 4,354万円 3,697万円 74万円
漁業集落排水事業 1,790万円 1,213万円 24万円
公 共 下 水 道 事 業 ３億 2,064万円 ２億 8,928万円 720万円
簡 易 水 道 事 業 1億 2,857万円 1億 2,342万円 852万円
国 民 宿 舎 事 業 2,720万円 2,690万円 0円

合　　計 55億 2,041万円 52億 3,792万円 3,432万円

令和５年度一般会計令和５年度一般会計・・特別会計特別会計
決算決算をを認定認定

決算特別委員会の主な審査内容から　Ｑ & Ａ　～一般会計～

Ｑ：�「がんばるのだ応援寄附金」の増額要因は。
ＡＡ：�件数が1,544件で前年より800件増加。水産

物の返礼品を開始したことによるもの。

Ｑ：「在宅高齢者食事サービス事業」の実施状況
　　 は。
ＡＡ：�令和５年度から毎週水曜日に実施。年度末現

在97人の登録があり、個人負担は１回300円
である。

Ｑ：�「国民健康保険事業特別会計繰出金」はどの
経費に充てているか。

ＡＡ：�国保会計における保険基盤安定及び財政安定
化のために充てている。

Ｑ：�「高齢者等安否確認業務」の内容について。
ＡＡ：�月４回（週１回）電話による安否確認を基本

としている。現在、委託事業者と回数を増や
すことを検討中である。
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繰越金　2億2,842万円（5.1%）
前年度から繰り越されたお金

村税　3億8,353万円（8.6%） 
村民税や固定資産税、たばこ税など

その他　1億8,339万円（4.0%）
村の施設の使用料や寄付金など

自主財源
 20％

依存財源 80％

繰入金　1億222万円（2.3%）
基金（貯金）等を取り崩したお金

その他交付金
1億5,405万円（3.7%）
地方消費税交付金など

村債
6億822万円（13.7%）
金融機関からの借入金

国・県支出金
9億3,229万円（21.0%）
使い道が決められたお金

地方交付税　18億4,725万円（41.6%）
村の収入だけでまかないきれない分に対する
国から補填されたお金

一般会計
歳出 総額

42億1,306万円

一般会計
歳入 総額

44億3,941万円

議会費
4,986万円（1.2%）
村議会の運営費

公債費
3億1,780万円（7.5%）
借金の返済

教育費
6億2,514万円（14.8%）
小中学校や生涯学習の経費

消防費
1億9,240万円（4.6%）
消防や火災予防の経費

土木費
5億3,708万円（12.7%）
道路や河川等の維持改良費

農林水産業費
4億6,213万円（11.0%）

農林業、畜産業、水産業の振興に係る経費

総務費
7億1,549万円（17.0%）
防災や財産管理の経費

衛生費
2億2,767万円（5.4%） 
予防接種やごみ処理の経費

民生費
9億6,754万円（23.0％）
社会保障の経費

　

令
和
５
年
度
各
会
計
の
決
算

の
審
査
等
は
、
去
る
７
月
29
日

か
ら
８
月
30
日
ま
で
の
間
、
会

計
管
理
者
所
管
の
関
係
証
拠
書

類
及
び
各
課
等
の
関
係
書
類
に

基
づ
き
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
各
課
職
員
の
説

明
を
聴
取
し
、
ま
た
、
例
月
現

金
出
納
検
査
の
結
果
等
を
参
考

と
し
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
審
査
に
付
さ
れ

た
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
等

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は

証
拠
書
類
と
合
致
し
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
会
計
の
予
算
執
行
及
び
関
連

す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、

概
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

中
村
　
司

代
表
監
査
委
員

小
野
寺
　
豊

監
査
委
員

監
査
意
見

その他
1億1,795万円（2.8%）
商工費、労働費

歳
入

歳
出



【お問い合わせ】未来づくり推進課 78-2963（直通）
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○●○● 補正予算 ●○●○
一般会計予算を3億8,927万5,000円増額

一
般
会
計
予
算
総
額

69
億
７
８
８
６
万
円

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

億
８
９
２
７
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
69

億
７
８
８
６
万
８
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

村
債
管
理
基
金
積
立
金
、

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

金
返
還
金
及
び
漁
港
施
設

災
害
復
旧
事
業
等
に
要
す

る
経
費
の
ほ
か
、
災
害
対

応
等
に
伴
う
一
般
職
給
与

費
な
ど
の
人
件
費
、
野
田

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

費
補
助
金
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
〇
●
〇

　

第
５
回
村
議
会
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
９

日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
12
件
、
報
告

３
件
、
認
定
８
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
６
日
に

は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

９　月
定例会

【 主な事業 】

●漁港施設災害復旧事業（下安家） 60,000 千円
●自治体情報配信サービス導入事業 17,770 千円
●定額減税補足給付金（調整給付）給付事業 23,011 千円
●防砂ネット設置経費（中学校校庭） 1,000 千円
●野田小学校合奏団大会出場費補助金（東北大会） 719 千円
●野田村スポーツ少年団活動費補助金（東北大会） 1,000 千円

● 現在使用中の「のんちゃんネット」は、令和７
年１月 31 日で終了します。

● 今後の情報配信は「自治体ＬＩＮＥ公式アカウ
ント」を中心に、行政情報や災害情報をお届け
します。今後住民向け説明会を開催する予定で
す。

● 引き続き、村広報や回覧、村公式ホームページ、
ＩＡＴ岩手朝日テレビ自治体情報配信サービス
等での情報配信も行います。

「のんちゃんネット」
令和７年１月末で終了



村政を問う
議員４人が登壇●�一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）

に関し、村の所見や疑義について質問するこ

とができ、定例会でのみ（原則）行うことが

できます。

●�質問時間は、１人60分までとなっており、

１つの質問につき３回まで�質問することがで

きます。

質問議員（質問順）

小
お

野
の

寺
でら

　 �豊
ゆたか

�

丹
たん

��野
の

��和
かず

��子
こ

山
やま

��田
だ

��陽
よう

��子
こ

中
なか

��川
がわ

　 �昇
のぼる

�

質　問　事　項

１�交流物産等複合施設建設について

２�校庭（グラウンド）の土の飛散防止対策について

１�介護保険事業の地域支援事業について

２�「野田はまなす会」への援助について

１�高齢者補聴器購入への支援について

２�次期野田村総合計画の策定について

３�奨学金の代理返還制度について

４�若者の社会参画を促す取り組みについて

１�子育て支援の充実について

２�「野田はまなす会」の支援について

３�「のんちゃんネット」について

４�大雨による指定緊急避難所及び指定避難所について

５�第三堤防等の桜の木の植栽について

６�「村民プール」について

７�跡地となる「野田小学校」の利活用について

掲　載
ページ

６

８

９

７
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  「道の駅」登録の時期は

村長　今年度内の「移転」を見込む
小 野 寺　 豊 議員

交流物産等複合施設
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問

新
た
な「
道
の
駅
」の

登
録
申
請
の
進
捗
状

況
は
。

村
長

道
の
駅
登
録
に
つ
い

て
国
と
の
事
前
協
議

の
結
果
、
新
施
設
は
現
「
道

の
駅
」
の
移
転
と
し
て
位
置

づ
け
、
計
画
書
素
案
を
作
成

し
て
い
る
段
階
。
関
連
す
る

道
路
管
理
者
の
三
陸
国
道
事

務
所
、
岩
手
県
、
本
村
の
三

者
で
「
道
の
駅
」
看
板
の
移

設
等
、
場
所
や
表
示
内
容
な

ど
事
前
協
議
を
開
始
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問

登
録
申
請
は
今
年
度

中
に
行
う
の
か
。

村
長

「
道
の
駅
」
は
新
規

登
録
で
は
な
く
移
転

と
な
り
今
年
度
内
に
認
定
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

校
庭
の
土
の
飛
散
防
止
を

問

中
学
校
校
庭
の
土
の

飛
散
防
止
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
も
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
ら
れ
課
題
と
認
識
す

る
が
、
建
設
中
の
小
学
校
と

併
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
対
策
を
検
討
中
か
。

教
育
長

野
田
中
学
校
の
校
庭

は
当
面
の
対
策
と
し

て
、
南
側
の
村
道
沿
い
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
に
か
け
、
既

存
の
フ
ェ
ン
ス
高
さ
約
１
・

８
メ
ー
ト
ル
、
延
長
約
２
０

０
メ
ー
ト
ル
に
防
砂
ネ
ッ
ト

を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
今

回
補
正
予
算
に
費
用
を
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
整

備
中
の
野
田
小
学
校
の
校
庭

に
は
、
飛
散
し
に
く
い
土
を

入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
検
証
し
た
上
で
、

中
学
校
の
校
庭
に
も
検
討
し

た
い
。

再
質
問

整
備
中
の
小
学
校
校

庭
の
飛
散
し
に
く
い

土
の
施
工
方
法
は
。

教
育
長

Ａ
級
グ
リ
ー
ン
舗
装

と
い
う
工
法
（
粘
土

質
の
土
を
混
合
し
、
厚
さ
５

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
敷
き
詰

め
、
転
圧
完
了
）
に
な
る
と

聞
い
て
い
る
。

「野田中学校」校庭

完成が待たれる「交流物産等複合施設」予定地
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「野田はまなす会 総会・交流会」の様子（６月23日）

問

令
和
５
年
２
月
に
久

慈
広
域
連
合
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

れ
ば
、
約
２
割
の
高
齢
者
世

帯
が
「
何
ら
か
の
介
護
・
介

助
が
必
要
だ
が
、
現
在
は
受

け
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て

お
り
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
の
み
世
帯

へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
等
が
必
要
な

方
々
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

村
長

高
齢
者
の
状
況
把
握

は
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
度
は
85
歳
以
上
６

５
４
人
の
調
査
を
行
い
、
今

年
度
は
81
歳
か
ら
84
歳
ま
で

の
一
人
暮
ら
し
・
老
々
世
帯

な
ど
を
優
先
し
て
訪
問
。
状

況
に
よ
り
要
介
護
認
定
の
申

請
、
村
内
で
利
用
で
き
る
生

活
支
援
事
業
の
紹
介
を
行
い
、

弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢

者
等
安
否
確
認
事
業
、
福
祉

有
償
移
送
事
業
な
ど
の
支
援

事
業
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
昨
年
度
よ
り

職
員
が
増
え
、
今
年
度
６
名

に
な
っ
て
い
る
。
人
員
増
加

に
伴
い
、
新
し
い
事
業
等
が

実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
長

今
年
度
１
名
を
増
員

し
、
新
た
に
「
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
事
業
」
に
よ
り
、

後
期
高
齢
者
の
低
栄
養
や
口

腔
機
能
相
談
・
指
導
な
ど
の

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
新
規
事
業
は
、
県
の
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

委
託
事
業
で
「
健
康
状
態
が

ど
う
か
な
」
と
い
う
方
々
の

実
態
把
握
と
、
医
療
機
関
等

を
交
え
協
議
の
う
え
、
対
応

を
図
っ
て
い
く
と
い
う
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

「
野
田
は
ま
な
す
会
」

問

「
野
田
は
ま
な
す
会

総
会
・
交
流
会
」
に

参
加
し
た
際
、
野
田
は
ま
な

す
会
会
長
の
話
で
、「
会
の

運
営
に
は
経
費
が
か
か
る
の

で
援
助
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
が
あ
っ
た
。
今
後
の

「
は
ま
な
す
会
」
の
発
展
と

維
持
の
た
め
に
も
援
助
が
必

要
で
は
な
い
か
。

村
長

援
助
に
つ
い
て
は
、

会
か
ら
の
要
望
等
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
引
き
続
き
新
規
会
員

の
獲
得
に
努
め
、
会
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
会
員
の
皆

さ
ま
と
協
力
し
、
存
続
・
発

展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇�

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

〇�

介
護
保
険
料
の
納
付
困
難

者
に
つ
い
て

 必要な人に支援が届くように

村長　高齢者から順次、状況を把握し対応

介護保険事業の地域支援事業

丹 野　 和 子 議員

「いつまでもお元気で」
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 社会参加を促す取り組みを

村長　補助制度の周知や活用を図っていく

若者への補助制度

問

地
域
振
興
等
の
推
進

に
は
若
い
世
代
の
柔

軟
で
斬
新
な
発
想
が
求
め
ら

れ
る
。
若
者
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
活
動
へ
の
支
援
の
た

め
、「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
補

助
金
」
な
ど
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

村
長

若
い
世
代
の
社
会
参

加
や
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
は
重
要
な
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
村
で
は
東
日

本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
多

く
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
発
展
に

寄
与
す
る
事
例
が
多
数
出
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
の
元
気
創

出
に
資
す
る
事
業
の
実
現
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
地
域
活
性
化
ア
イ
デ
ィ

ア
実
現
補
助
事
業
」
を
創
設

し
た
。
本
事
業
を
活
用
し
た

若
者
に
よ
る
企
画
の
実
績
も

既
に
複
数
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
も
制
度
の
周
知
や
活
用

を
図
り
、
学
校
や
交
流
層
と

の
連
携
な
ど
の
方
策
を
模
索

し
な
が
ら
若
者
世
代
の
参
画

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度

問

働
く
若
者
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
生
き
ら

れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
奨
学
金
の
代
理

返
還
制
度
は
、
奨
学
金
を
受

け
て
い
た
社
員
に
対
し
、
企

業
が
返
還
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
を
支
給
す
る
制
度
で
あ

る
。
制
度
を
周
知
し
、
返
済

の
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担

を
軽
減
し
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
と

定
着
に
つ
な
げ
る
有
意
義
な

取
り
組
み
と
考
え
る
が
。

村
長

企
業
が
人
材
確
保
と

長
期
間
の
雇
用
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
、
岩
手
県
で
も
認

定
企
業
へ
の
就
業
者
を
対
象

に
２
分
の
１
を
支
援
す
る
制

度
が
あ
る
ほ
か
、
全
国
的
に

同
様
の
支
援
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
村
で
も
若
者
の
人
材
確

保
と
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

を
目
的
と
し
て
、
野
田
村
育

英
会
奨
学
金
の
返
還
免
除
等

行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

制
度
が
企
業
等
へ
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

次
期
野
田
村
総
合
計
画
の
策
定
は

問
①

現
行
の
野
田
村
総
合

計
画
は
来
年
度
で
終

了
と
な
る
。
現
計
画
の
進
捗

状
況
と
課
題
は
。

村
長

計
画
し
た
主
要
事
業

は
令
和
７
年
度
ま
で

に
概
ね
実
施
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
課
題
は
、
物

価
高
騰
に
よ
る
住
民
生
活
や

地
域
経
済
へ
の
影
響
、
頻
発

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
②

次
期
総
合
計
画
は
、

今
後
の
村
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

将
来
像
の
目
標
設
定
は
何
か
。

村
長

来
年
度
、
令
和
８
年

度
か
ら
10
年
間
の
基

本
構
想
と
５
年
間
の
前
期
基

本
計
画
の
策
定
業
務
に
入
る

た
め
、
具
体
的
な
内
容
は
控

え
た
い
。
策
定
に
あ
た
っ
て

は
村
民
、
関
係
機
関
等
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
た
い
。

高
齢
者
へ
補
聴
器
購
入
支
援
を

問

加
齢
性
難
聴
に
悩
む

高
齢
者
は
、
社
会
参

加
が
制
限
さ
れ
た
り
孤
独
・

孤
立
の
問
題
を
抱
え
や
す
い
。

自
分
ら
し
く
社
会
参
加
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
医
師
の
診

断
の
も
と
に
補
聴
器
購
入
す

る
高
齢
者
へ
の
助
成
が
必
要

で
は
。

村
長

高
齢
者
の
社
会
活
動

等
の
参
加
促
進
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
そ
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
全
県
的

に
は
助
成
が
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
多
い

と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
他

市
町
村
の
状
況
等
を
見
極
め

な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

建設が進む野田小校舎

現校舎での学びも大切に
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問

働
き
方
が
多
様
化
し
て

い
る
な
か
保
護
者
が
安

心
し
て
働
く
た
め
に
、「
休
日

保
育
」
の
開
設
へ
の
取
り
組
み

を
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

村
長

保
護
者
の
多
様
化
す
る

就
労
形
態
に
対
応
し
た
、

柔
軟
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

今
年
度
中
に
検
討
し
、

早
い
実
現
を
進
め
る
考

え
は
。

村
長

保
育
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
令
和
７

年
度
に
実
施
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。

「
野
田
は
ま
な
す
会
」
へ
支
援
を

問

「
野
田
は
ま
な
す
会
」

の
会
員
が
減
少
傾
向
と

聞
く
。
存
続
の
た
め
に
手
立
て

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
考
え
と
支
援
策
は
。

村
長

会
か
ら
の
要
望
等
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

引
き
続
き
新
会
員
の
獲
得
に
努

め
な
が
ら
、
会
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
会
長
を
は
じ
め

と
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
と
協
力

し
存
続
・
発
展
に
取
り
組
み
た

い
。

再
質
問

補
助
金
等
、
今
年
度
中

に
対
応
協
議
を
。

村
長

会
か
ら
の
正
式
な
要
望

を
伺
い
な
が
ら
補
助
等

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ど
う
す
る
「
の
ん
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
」

問

「
の
ん
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

村
長

令
和
７
年
１
月
末
で
現

サ
ー
バ
の
賃
貸
借
及
び

保
守
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
は
「
Ｉ
Ａ
Ｔ
自
治
体
情
報

配
信
サ
ー
ビ
ス
」
に
加
え
て
、

新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
自
治

体
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
す

る
方
向
で
あ
る
。

再
質
問

今
後
の
情
報
発
信
は
個

人
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用

し
進
め
て
い
く
よ
う
だ
が
、
新

事
業
の
経
費
、
ま
た
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

村
長

の
ん
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
を

更
新
す
る
と
後
継
機
の

導
入
に
約
４
億
円
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
約
１
５
０
０
万
円

か
か
る
。
新
事
業
の
導
入
費
は

１
４
０
０
万
円
。
貸
与
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
２
０
０
台
で
試
算
す
る

と
約
１
０
０
０
万
円
に
な
り
、

５
０
０
万
円
ほ
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
安
く
な
る
。
一
番
の

課
題
は
新
た
に
使
い
方
を
覚
え

て
も
ら
う
事
だ
と
思
っ
て
お
り
、

住
民
向
け
説
明
会
を
開
催
し
、

操
作
方
法
等
を
周
知
し
て
い
く
。

再
質
問

利
用
が
困
難
な
住
民
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

村
長

10
月
か
ら
住
民
向
け
説

明
会
を
開
催
し
、
操
作

方
法
等
周
知
し
て
い
く
。

大
雨
に
よ
る
避
難
所
の
見
直
し
を

問

各
避
難
所
に
予
定
さ
れ

る
避
難
者
数
と
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
数
は
、
収
容

人
数
に
十
分
対
応
で
き
る
の
か
。

村
長

総
合
セ
ン
タ
ー
、
小
学

校
、
中
学
校
、
え
ぼ
し

荘
の
４
箇
所
を
指
定
避
難
所
に

指
定
し
て
お
り
、
備
蓄
す
る

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た

場
合
、
最
大
収
容
人
数
は
約
４

０
０
人
で
避
難
者
に
対
応
で
き

る
。

問

大
雨
洪
水
の
場
合
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
北
区
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
避
難
所
に
追
加
見
直
し
の
考

え
は
。

村
長

避
難
所
で
は
役
場
職
員

が
全
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
厳
し
い
。
地

域
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

自
主
防
災
組
織
を
増
や
し
対
応

を
進
め
た
い
。

プ
ー
ル
建
て
替
え
検
討
を

問

昭
和
52
年
に
建
設
さ
れ

た
村
民
プ
ー
ル
は
経
年

劣
化
が
進
み
、
応
急
処
置
の
改

修
で
対
応
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
管
理
室
に
は
エ
ア
コ
ン
も

な
く
抜
本
的
に
建
て
替
え
時
期

で
は
な
い
か
。

村
長

老
朽
化
は
事
実
だ
が
、

こ
れ
ま
で
修
繕
、
補
修

し
な
が
ら
使
用
し
維
持
管
理
に

努
め
て
き
た
。
管
理
室
の
エ
ア

コ
ン
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇�

第
三
堤
防
等
の
桜
の
木
の
植

栽
に
つ
い
て

〇�

跡
地
と
な
る
野
田
小
学
校
の

利
活
用
に
つ
い
て

 　休日保育の開設を

村長　令和７年度に向けて進める
山 田　 陽 子 議員

子育て支援の充実
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議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

議案第１号 令和６年度野田村一般会計補正予算（第２号）

可決
（賛成全員）

議案第２号 玉川漁港漁村再生交付金事業（内港防波堤新設及び南防波堤）工事の請負契約の締
結に関し議決を求めることについて

議案第３号 下安家漁港漁村再生交付金事業（沖防波堤）工事の請負契約の締結に関し議決を求
めることについて

議案第４号 野田小学校整備工事の変更請負契約の締結に関し議決を求めることについて

議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

報告第１号 株式会社のだむらの経営状況に関する書類の提出について

－報告第２号 株式会社涼海の丘の経営状況に関する書類の提出について

報告第３号 令和５年度決算に基づく野田村健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

承認第１号 令和６年度野田村一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関し承認を求めること
について

承認
（賛成全員）

認定第１号～
認定第８号 令和５年度野田村一般会計・各特別会計歳入歳出決算認定について 認定

（賛成全員）

議案第１号 令和６年度野田村一般会計補正予算（第４号）

可決
（賛成全員）

議案第２号 令和６年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第３号 令和６年度野田村簡易水道事業会計補正予算（第１号）

議案第４号 令和６年度野田村下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第５号 交流物産等複合施設条例

議案第６号 子ども、妊産婦、重度心身障害者、ひとり親家庭及び寡婦等医療費給付条例の一部
を改正する条例

可決
（賛成多数）議案第７号 野田村国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第８号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議に関し議決を求めるこ
とについて

議案第９号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて 同意
（賛成全員）

議案第10号 令和６年度野田村一般会計補正予算（第５号）

可決
（賛成全員）議案第11号 財産の取得に関し議決を求めることについて

議案第12号 野田小学校整備事業太陽光発電設備及び自家発電設備工事の請負契約の締結に関し
議決を求めることについて

議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

議案第１号 野田浄化センター非常用電源設備（電気）工事の請負契約の締結に関し議決を求め
ることについて

可決
（賛成全員）

※議長は採決に加わらない

第４回臨時会　７月17日

第５回臨時会　８月５日

第５回定例会　９月４日～９月12日

議 案 一 覧
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主な議会の動き
●７月●

　２日　北部地区町村議会議長会議員研修会・情報交換会（洋野町） …………… 全議員
　７日　久慈地区支部消防操法競技会結果報告会 ……………………………………… 議長
11日　東北太平洋漁港ブロック協議会（盛岡市） ……………………………………… 議長
16日　国道 281号整備促進期成同盟会総会（盛岡市） ………………………………… 議長
16日　2024サマーミーティング会社説明会／岩手銀行 …………………………… 副議長
17日　第４回野田村議会臨時会 ……………………………………………………… 全議員
17日　（仮称）交流物産等複合施設整備工事安全祈願祭 …………………………… 全議員
17日　株式会社のだファーム創立50周年記念祝賀会 ………………………………… 議長
18～19日　第１回政務調査会・政務調査会研修会（九戸村） ………………………… 議長
30日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会要望（宮古市） ……………… 議長

●８月●
　５日　第５回野田村議会臨時会 ……………………………………………………… 全議員
　５日　村政調査会村内視察 …………………………………………………………… 全議員
　７日　県政要望活動（北部地区町村議会議長会）……………………………………… 議長
　８～９日　町村議会夏季議員大学講座 ………………………………………………… 議員
　９日　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会 ………………………………………… 議員
15日　野田村戦没者慰霊祭 …………………………………………………………… 全議員
21～23日　三県合同中央研修会・国会議員との懇談会（東京都） ………… 議長・副議長
23、25日　野田まつり ………………………………………… 議長、総務教民常任委員長
26日　久慈地区市町村議会連絡協議会総会 ………………………………… 議長・副議長
30日　議会運営委員会・議員全員協議会 ……………………………………………… 議員

●９月●
　１日　米田部落会 210祭 ………………………………………………………………… 議長
　４日～12日　第５回野田村議会９月定例会 …………………………………………… 議員
　５日　知事を囲む懇談会（盛岡市）……………………………………………………… 議長
17日　二百十日・八幡宮祭／泉沢部落会 ……………………………………………… 議長
18日　野田村敬老会 ……………………………………………………………………… 議員
23日　令和６年度漁港検診（玉川漁港） ……………………………………………… 全議員
27日　シルバースポーツ大会 …………………………………………………………… 議員

８月 村政調査会

北部地区
町村議会議員研修会

● ８月５日、全議員で村政調査会に
よる村内視察を実施しました。野
田小学校整備工事の現地視察を行
い、工事の進捗状況など説明を受
けました。

● ７月２日、北部地区町村議会議員研修会が洋野
町を会場に行われ、「大雨に備えて」と題して、
盛岡地方気象台の藤井政志氏の講演が行われま
した。

議員の
活動を

紹介します



　

８
月
は
お
盆
、
夏
休
み
、
そ
し

て
「
野
田
ま
つ
り
」
。
子
供
た
ち

や
帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
野
田
の

短
い
夏
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
。

　

９
月
に
入
り
、
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

の
決
算
審
査
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
９
日
間
の
日
程
を
終
え
ま
し

た
。
そ
の
概
要
は
、
ご
覧
い
た
だ

け
た
と
お
り
で
す
。
決
算
審
査
で

は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

皆
さ
ん
の
生
活
に
活
か
さ
れ
た
か

を
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
承
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は

４
名
の
方
が
登
壇
し
政
策
、
制
度

の
課
題
や
争
点
を
提
起
し
村
長
の

見
解
や
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

新
体
制
で
の
「
議
会
だ
よ
り
」

も
５
号
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
愛
読

さ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

し
更
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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委　
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あ
と
が
き

問題
①  ２人
②  ４人
③  ６人

一般質問をした議員は
何人でしょう？

【前号の答え】 ① 令和７年３月
【当選者】松場奈南さん、澤口恵達さん、北田紗矢佳さん

  正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！

【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。前号か
ら応募フォームからも応募できるようになりました。応
募は１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで
【締め切り】12月６日消印有効。
【当選発表】次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）
　　　　　　を発表します。

議会だより のだ 発行日　令和６年10月25 日No.169

　９月20日、総合運動公園テニスコートで練習中の
「野田ソフトテニスクラブ」の皆さんにお話を伺いま
した。時々強くなる雨の中でしたが、楽しそうに笑顔
で練習をしていました。

★照明が切れているので直してほしい。
★休憩場の屋根、椅子を増やしてほしい。
★ 時々飛んでくる野球のボールが怖いので

何とかしてほしい。
★冬場の練習場所がほしい。
　（ 体育館が中学校、高校など集まり混ん

でいてなかなか使えないため）

★村へ～子ども達からの声★
総合運動公園テニスコートの

☆もっとうまくなりたい！
☆サーブが入るようになりたい！
☆試合で勝ちたい！
☆試合をしたい！ など　

●発行責任者　　野田村議会議長
●編集　野田村議会広報編集委員会
　　　　〒028‐8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20‐14
　　　　TEL.0194‐78‐2934   FAX.0194‐78‐3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

今回は『野田ソフトテニスクラブ』

 冬場の練習場所がほしい！ 冬場の練習場所がほしい！

◀こちらからも応募できます！
村ホームページ「議会だより のだ」につながります。
スマートフォン等のカメラ機能で読み取ってください。

がんばる野田っ子

今の
目標

 メンバー20人、毎週金曜日に練習しています！


